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腎・尿路奇形の医療,修正医学の進歩

Advances in Reconstructive Surgery of the Urinary Tract

第462回新潟医学会

日 時 平成2年10月20日 (土)

会 場 新潟大学医学部研究棟 第Ⅱ講義室

司 会 佐藤昭太郎教授 し泌尿器科)

演 者 石田道雄 膿 婦人科),北村康男 (県立がんセソター泌尿器科),武田正之 (泌尿器緋 ,佐藤昭太郎 雁

尿器科1,内山昌則 (J卜r,u外科1

発言者 高橋 等 (泌尿器科)

司会 それでは続いてシンポジr17人に移ります.今回

与えていただいたテ…マは ｢腎 8尿路奇形の医療｣そし

て副題として ｢勝正医学の進歩｣ということであります.

泌成器科手術に限--､てムます上 手術吋射 こ瞳噛 ･結11-

および奇形が挙げられます.腰感は目下の最大の関心事

でありますが書流の結石は衝撃波破砕や内視鏡的砕石術

の出現に1----て観血的手術か1､二}専ら endouroloL.yに変

わってきました.ずっと変わらずに残っているものに奪

形があります.今日は奇形閑適のテ-マが与えられまし

たので,ご関係の発生方においでいただいて,話を進め

て行こうと思います.最初魂題は上部尿路をこ関係 したも

の,あとの2髄が主として下部尿路に関係 したものにな

ります.最初の嶺題を続けてやっていただいてディスかy

ショソに移り,その後で下部尿路2顔を瀦演 してディス

カッショソおよびまとめを組合的をこいたしたいと思いま

す.それでは最初,産婦人科の石田先生お願いいたします.

1)腎･尿路奇形の出生前診断
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腎 ･尿路杏汗i,出生前診断,超音波断層法

Ⅰ . は じめ に
腎･尿路は党 京 奇 形の好発部位のひとつであり,正確
左柳窪は明i､) か て な いもL')〔り,牛産児l.0(X)名に-~一一き1
名程度は存 在 す る し月 旦l･､'れている..また,腎.尿路奇形
には超音 波 断 層 法 に よ ･plt侶::F･窮J'診断l再転先例も阜く,ど
吊こ.中に は 胎 内 治 癖 が必要か一日JT健在例が存在守る.
1上巨･T)如く,腎･媒 路 奇形はLL畑i:.前診断が重安在意味を
有する疾患であると貰える.ここでは,妊娠率の胎児ス

音波断層法を用いた腎 ･尿路奇形の出生前診断に一一一いて

述べ古.

II. 腎 ･尿路の超音波断層法正常所見

腎は胎生3-壕週頃,中間中旺薬から発生するが,初

期iこ生ずる前腎は速やかiこ退化する.次いで発生する中

腎も.やがてより曜方に生ずる後腎にとって代られるが,

男性では精路を形成するに至る.後腎は発育 ･発達 し,

最終的な腎臓になる.また.蹄靴は胎生6遇頃に総排推
鰹から生ずる.

以上C,T)過程を初期かL'--超音波断層法で捉えるのは現在
なお困難である. しかし,妊娠 14･･＼15遇(こなると腎は

胎児し')背部iこ楕円体として検lLIlされはLILれ 妊娠20遇に

至るとほほ全例で観察可能になる (図 1.2).餅肌は妊

娠12--､13遇頃か{)胎児下醸部にFl二川須こ近い lI,chofree

spaceとして認よりつれるよr>)になり,妊娠16遇頃にはは

とんと:全例で観察可能になる.そして,妊娠28遇1､人降に

甘 尿貯留および排尿により容積が経時的に変化する様

子が観察されるようになる.腎嘉は腎の縦断像を掃出す

図 1 妊娠20週iこおける腎とり正常超音波断層像
右腎 し特i･こ腎走lが挿lLIJ.されている.

図 11 妊娠32週における腎LT)正常超音波断層像
左右tI〕腎が楕円体として描け'.されてし､る.
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るし1-_･仁千丁-TLJLI)葉状J~)1･Iehofreespaceとしで掌LLtiJ,

すことができるが..犀管LT)捕IL畑土肘難左裾合が多い.

lIl. 腎 ･尿路奇形の超音波断層法による

出生前診断

奇形 (異常所見)を検出するためをこぼ,当然のことな

がら,観察されるべき構造が正常をこ見い出されるか否か

に留意することが墓要である,また,尿の産生や排出の

異常が存在する場合には羊水畳の減少という形で反映さ

れて来るため, 羊水畳も墓要なチェックポイソトになる.

しかし,胎児に腎 ･尿路奇形が存在 しても,必ずしも

母体に子宮底長の異常や胎動自覚の異常といった形で症

状や敬院が出現するとは限らず,またこれらが顕在化す

るのは妊娠後期に至ってからのことが多い.従って,早

期発見のためをこぼスクリ-ニソダとしての胎児超音波断

層法検査をルーチン化することが着周である.

超音波断層法をこより出生前診断の可能な疾患の主なも

のは (1)腎無形性 は)褒脆性腎疾患 持)尿路狭窄 B

閉塞性疾患である. しかし,羊水過少を塁する症例では

各臓器の明瞭な像が得難 く,診断は必ず しも容易ではな

し､.また,当然,水腎症,水尿管.巨大牌枇上いった尿

路の拡張を伴 う疾患の方が発見は容易である.一方,尿

路奇形以外にも胎児の腰腹部に嚢胞枕あるいは蛇行 した

管状の Echofreespaceを昼する疾患は存在 し (総胆

管拡張症,卵巣轟厳,小腸閉鎖等),これらの疾患との

鑑別の必要性は常をこ念頭に置かなくてはならない,また,

腎 e尿路奇形は,奇形症候群の-所見をこ過ぎない場合も

あるため,髄の身体所見をもくまなく検討する必要があ

図 3 卜部尿路閉塞に上る巨大牌批

母親の腹部艇断髄 摘壬娠32週)である.巨大

な嚢胞は子宮内をこ存在し 胎児の勝雛である
ことか後に判明した_.

699

ることは勿論である.

IV. ま と め

(ll) 腎 ･尿路奇形C')出生前診断LT)特徴

用である.

2. 出生前診断LT)重要性が高い.

① 腎尿路奇形は頻度が商h

② 出生前診断可能な疾患が多い.

③ 胎内治療が必要かつ可能な疾患が存在する.

(2) 子宮内における腎 書尿路の超音波断層法所見

l. 腎は妊娠トト 15週頃か1､)観察さ畑 土し札 妊娠

20週頃までをこぼほぼ全例で観察可能になる.

2. 潜航は妊娠12-13遇頃から検出されはじめ,妊

娠16遇頃にはほほ全例で観察可能になる.

3.妊娠28凋以降に至ると経時的な排尿が観察され

る.

4, 正常尿管は観察できない場合が多い.

(3) 超音波断層法ハ留意点

1. 羊水鼠が正常か杏か.

2,腎が描出されるか否か.

3, 腎の形態,大きさが正常か否か,

4, 歴既が繍出されるか否か (随時的観察も遺棄で

ある).

5. 煉路拡張は左いか.

6. 他iこ含f-HL,奇一汗行目こし､か.

司会 どうもありがとうございました.今のお話に直

接閑適 して何かお聞きしておくことありましょうか.今

のところ当院の産科では全員に超音波検査をおやりにな

るようになったわけですか.

石田 はい.超音波断層法によるスクリ-ニソダを行っ

ています.

司会 よそのところでは,いかがでしょうか.

石田 すべての施設で行っているわけではないと思い

ます.

司会 今お訪承りましたように,むし奇形があること

が判ると早速我々の寿-紹介きれます.それをどう処置

したちょいか予すぐ処置するか,あるいは時期をみて処

置をするかということをこなりますし そしてその結巣が

どうなるか,伺ってみたいと思います.党ほど提示され

た患者さんは pyel叩首astyを終わって尊は元気で暮ら

している笹でありますめでは,県立がんセンターの北村

発生お癒酌､いたします.


